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   Polyamine concentrations of human cancerous and non-cancerous tissues from the kidney, 
ureter, bladder were measured by a new enzymatic method for isolation and determination of 
polyamines. In cancerous and non-cancerous tissue of the organs studied, the spermine level 
was highest followed by the spermidine and diamine levels. The concentrations of diamine, 
spermidine and spermine in cancerous tissues were significantly higher than those in non-cancerous 
tissues, but there was no significant difference in the spermidine/spermine ratio between the 
cancerous and non-cancerous tissues.These data suggest that polyamines are pioduced above 
the normal levels in pathological conditions such as renal cell carcinoma, ureteral cancer and 
bladder cancer. 
                                              (Acta Urol. Jpn. 36: 1109-1116, 1990) 

















組 織で産生 され るポ リアミン量の増加に由来すると
1110 泌尿紀要36巻10号1990年
考 え られ て お り,ま た,体 液 中の ポ リア ミンが 不 安 定
で あ る こ とか ら も組 織 中 の ポ リア ミンの測 定 が 望 まれ
て い る.し か し,泌 尿 器科 領 域に お け る癌 組 織 中 の ポ
リア ミンに 関 す る報 告 は,DunzendorferandRus・
sell8)や松 田 ら9)など散 見 され るに 過 ぎな い.
われ わ れ は,従 来 の 高 速液 体 ク ロマ トグラ フ法 を用
い た高 感 度 蛍 光定 量 法10)xt)アミ ノ酸分 析 法1Dに比 し簡
便 な 新 しい 酵 素法 を 用 い て,尿 路 性 器癌 患 者 の血 中お
よび 尿 中 ポ リア ミンを 測 定 し,そ の 臨床 的 意 義 につ い
て 検討 して きた12-16)さらに 本 法 を 応 用 し,組 織 中
の ポ リア ミンにつ い て も測 定 可 能 で あ る こ とを 第7
報17)で示 した.今 回,本 法 を用 い て 腎 ・尿 管 ・膀 胱 の
健 常 お よび 癌 組織 の ポ リア ミンを 測定 し,湿 重量 当 り
だ け で な くタ ソパ ク量 お よびDNA量 当 りの ポ リア ミ
















検体 は 摘 出後,測定 時 ま で 一20℃ に て 凍 結 保存 した ・
湿 重 量 当 りの ポ リァ ミン値 は,保 存 時 の 凍 結 な どに
よる重 量 の変 動 や,結 合 組 織 が 混入 す る こ とに よる影
響 が 考 え られ る.そ こで,組 織 の タ ソパ ク量 お よび
DNA量 を 同時 に測定 す る こ とに よ り,タ ンパ ク量 当
りお よびDNA量 当 りの ポ リア ミン値 を求 め た ・
タ ンパ ク質 の 定 量に お い て は,ポ リア ミン測 定 の組
織 ホ モ ジネ ー トlm1に6.25%ト リク ロ ロ酢 酸4ml
を加 え,3.000r.P,m.で10分間 遠心 分 離 した ・ 得 ら
れ た 沈 渣 を0.5NNaOHlm1に 溶 解 後,精 製 水 を
加 えて 全量10m1と し,Lowryら20)の方 法 に よ り・
牛 血清 ア ル ブ ミンを 標 準 と して タ ンパ ク量 を 測 定 した.
DNAの 定 量 は,LabarcaandPaigen2Dの方 法
に 従 って 仔牛 胸 腺DNA(SigmaChernicalCo)を
標 準 と して 行 った.組 織 ホ モ ジ ネ ー ト0.lm1に2N
NaClと2mMEDTAを 含む50mMリ ソ酸 ナ ト
リウ ム緩 衝 液(pH7.4)1.9m1を加 え,混 和 後,そ
の 一定 量 を と り,2NNaClを 含む50mMリ ン酸 ナ
ト リウム緩 衝液(pH7.4)を 加 えて 全 量2m1に 希
釈 した.こ の 組 織 ホ モ ジネ ー トの希 釈 液 に1μg/ml
2,一[4-hydroxyphenyl〕-5-[4-methyl-1-piperaziny韮]-
2,5'-bi-IH-benzimidate(HoechstNo.33258)O.l
mlを 加 え,30分以 上放 置 後,こ の色 素 がDNAに 結
合す る こ とに よ り生 じる 蛍光(Ex355nmEm450
nm)を 測 定 した.
統 計 処理 はす べ てt検 定 を 用 い,危 険 率5%(pく
0.05)を有 意 水準 と した.
結 果
























































健 常組 織 中 のdiamine濃 度 は,腎0・09±0・08
nmo1/mgprotein,尿管0.12±0.07nmol!mgPro・
tein,膀胱0.15±O・09nmol/mgproteinであ った,
三 者 の間 に 有意 の 差 は認 め られ な か った,
癌組 織 中 のdiamine濃度 は,腎 細 胞 癌0・34±0・36
nmol/mgprotein,尿管 腫瘍0.40±0.18nmol/mg
protein,膀胱 腫 瘍O.93±0.62nmollmgproteinで
あ った.癌 組 織 間 に臓 器 別 の 有意 差 は認 め られ な か っ
た.同 種 臓器 の癌 組 織 と健 常 組織 の間 で は いず れ も癌
組織 の 方が 高 値 を示 した が,有 意 の 差 は認 め られ な か
った,
2)Spermidine(Fig.2)
健 常 組織 中 のspermidine濃度 は,腎0・57±0・29
nmol/mgProtein,尿管o・45±o.37nmo1/mgPro・
tein,膀胱0・62±0・53nmol!mgProteinであ った.
三 者 の 間に 有 意 の 差 は認 め られ な か った.
癌 組織 中のspermidine濃度 は,腎 細 胞 癌1.49±
0.91nmol/mgprotein,尿管 腫瘍4.19±2.llnmol/
mgprotein,膀胱 腫 瘍2・44±1・40nmo1/mgprotein
で あ った.癌 組 織 間 で は 尿管 腫 瘍が 腎 細 胞癌 に 比 し有
意 の高 値 を示 した.同 種 臓 器 の癌 組 織 と健常 組 織 とを
比 較す る と,尿 管 腫 瘍 と膀 胱 腫瘍 の両 者 が それ ぞれ 健
常組 織 に 比 し有 意 の高 値 を示 した.
3)Spermine(Fig.3)
健常 組 織 中 のspermine濃 度 は,腎1.78±0.77
nmol/mgprotein,尿管o・97±0.67nmol/mgpro・
tein,膀胱1.07±053nmol/mgproteinであ った.
三者 の間 に は有 意 の 差 は 認め られ なか った.
癌 組 織 中 のspermine濃度 は,腎 細 胞 癌2.54±0.86
nmol/mgprotein,尿管 腫 瘍4・77±1.41nmol/mg
protein膀胱 腫 瘍6・08±2・74nmol/mgProteinであ







































高 値 を示 した.同 種 臓 器 の癌 組 織 と健 常組 織 とを 比較
す る と,尿 管 腫瘍 と膀 胱 腫瘍 の 両者 がそ れ ぞれ 健 常組
織 に 比 し有 意 の高 値 を示 した.
4)Spermidine/spermine比
健 常組 織 中 のspermidine/spermine比は,腎0.33
±O.14,尿管039±0,18,膀胱0.46±0.41であ った.
三老 の間 に 有 意の 差 は なか った.
癌 組 織 中 のspermidine!spermine比は,腎 細 胞 癌
0.57±0。24,尿管腫 瘍0.83±0.23,膀胱 腫瘍0.43±
0.15であ った.癌 組 織 間 を臓 器 別 に 比較 す る と,尿
管 腫 瘍 は膀 胱 腫 瘍 に 比 し有 意 の高 値 を示 した.同 種 臓
器 の癌 組織 と健 常 組織 との 間 に有 意 の差 は 認 め られ な
か った.
腎 細 胞癌,尿 管 腫瘍 お よび膀 胱 腫 瘍 に関 して組 織 学
的 異 型 度 と,diamine,sperrnidine,spermineおよ
びspermidine/spermine比との 間 には,明 らか な相
関 は 得 られ な か った.
(B)DNA量 当 りの ポ リア ミン濃 度
1)Diamine(Fig.4)
健 常組 織 中 のdiamine濃 度 は,腎O.Oll±0.009
nmol/μgDNA,尿管o・034±o・019nmol/μ9DNA,
膀 胱o.061±o.037nmol/μgDNAであ った.尿 管
と膀胱 の両 者 が それ ぞ れ 腎に 比 し有意 の高 値 を 示 した.
尿 管 と膀 胱 の 間 に は 有 意 の 差は 認 め られ なか った.
癌組 織 中 のdiamine濃 度 は,腎 細 胞癌O.034±
o.035nmol/μgDNA,尿管 腫瘍O.034±0,029nmo1/
μ9DNA・ 膀 胱 腫瘍o・155±o・127nmol/μ9DNAで
あ った.癌 組 織 間 に臓 器 別 の有 意 差 は 認 め られ なか っ
た.ま た,同 種 臓器 の癌 組 織 と健 常 組 織 の 間 に も有 意
の 差 は認 め られ な か った.
2)Spermidine(Fig.5)
健 常組 織 中 のspermidine濃度 は,腎0・053±0.020



















膀 胱0.201±0.082nmol/μgDNAであ った.膀 胱 は
腎 に比 し有 意 の高 値 を示 した.
癌 組 織 中 のspermidine濃度 は,腎 細 胞癌0.117±
o.019nmol1μ9DNA,尿管 腫瘍o.308±o.203nmol/
μgDNA,膀 胱 腫 瘍O.381±0.118nmol/μgDNAで
あ った,癌 組 織間 では,膀 胱 腫 瘍 が 腎細 胞 癌に 比 し有
意 の高値 を 示 した.同 種 臓器 の 癌 組織 と健 常組 織 を 比
較す る と,腎 細胞 癌 と膀 胱 腫 瘍 の 両者 が そ れ ぞれ 健 常
組織 に 比 し有 意 の高 値 を示 した,
3)Spermine(Fig・6)
健 常組 織 中 のspermine濃度 は,腎0.175±0.062
nmo1/μgDNA,尿管0.205±0.096nmol/PtgDNA
膀胱O.594±O.317nmol/ptgDNAであ った.膀 胱 は
腎に 比 し有 意 の高 値 を示 した.
癌組 織 中 のspermine濃度 は,腎 細 胞 癌0・224±
0.066nmol/ptgDNA,尿管 腫 瘍0.359±0.185nmo1/
μgDNA,膀 胱 腫 瘍0・942±0・365nmol/μgDNAで
あ った.癌 組 織 間 を臓 器 別 に 比較 す る と,膀 胱 腫 瘍 は
尿 管腫 瘍 お よび 腎細 胞癌 に 比 し有 意 の高値 を示 した.
尿 管腫 瘍 と腎 細 胞 癌 の間 に 有 意 の差 は 認 め られ な か っ
た.同 種臓 器 の癌 組 織 と健 常 組織 の間 で は有 意 の 差 は
認 め られ なか った.
DNA量 当 りで もタ ンパ ク量 当 りと同様 に,腎 細 胞
癌,尿 管腫 瘍 お よび膀 胱 腫 瘍 の 組 織 学 的 異 型 度 と,
diamine,spermidineおよびspermincとの 間 に 明
らか な相 関 は認 め られ な か った.
考 察
生体 内 ア ミンで あ るポ リア ミンは,1971年Russell
ら22)が癌 患 者 に お け る尿 中排 泄 の 増 加を 報 告 して 以 来
腫瘍 マ ー カー と して 注 目され,尿 の ほか 血 液 ・脳 脊 髄 液
な ど体 液 中 の ポ リア ミンが 臨 床 的に 検 討 され てい る.
しか し,尿 ・体 液 レベ ルで の ポ リア ミン値 に は,ポ リア
ミン代 謝 の不 明 な現在,癌 組 織 との相 関 につ い て不 安
定 な要 素 が あ り,臨 床 応 用 を進 め るた め に は,癌 組 織
と正 常 組 織 中 の ポ リア ミ ン濃 度 の測 定 が望 まれ て い
る23>また 最近 で は,竹 之 下24)の大 腸 癌 組 織 に お け る
Nl-acetyl-spermidineの増 加 の報 告 や,松 崎 ら25)の
甲状腺 癌 組 織に おけ るputrescine,spermidineおよ
びspermlneの増 加 の報 告 が み られ,生 検材 料 や 手術
摘 出組 織 な ど組 織 中 ポ リア ミンの測 定 が,尿 ・体液 レ
ベ ルで の それ ら よ り高 感 度 で 臨床 的 に 価値 が あ り,癌
細 胞の 生 化学 的 マー カー とな る可 能 性 が示 唆 され て い
る26).泌尿 器科 領 域 で も,DunzendorfeurandRus-
sell8)や松 田 ら9)が腎細 胞 癌,清 原27)が膀 胱 腫 瘍,湯
浅 ら28)が腎 孟腫 瘍 ・膀 胱 腫 瘍 。睾丸 腫 瘍 に つ いて 検 討
を 加 えて い る.し か し,こ れ らの報 告 は,ア ミノ酸 分
析法8》,ダ ン シル化 薄 層 ク ロマ トグ ラ フ法9・27・28)な
どを用 い て お り,精 度 の点 で は優 れ て い る もの の特 別
な機 器 や 測定 に 時 間 を要 す る な ど臨 床 応 用 に は問 題 が
あ った.今 回,わ れわ れ が 第7報17)で報 告 した 簡 便 な
酵 素法 は,従 来 の方 法 と比較 し,測 定 に 要 す る時 間 が
大 幅に 短 縮 で き,高 度 な機 器 が 不 用 で全 操 作 が 一般 の
検 査室 レベ ル で可 能 とい った 特 徴 を も って お り,こ の
方法 では 初 め て腎 ・尿 管 ・膀 胱 の健 常 お よび癌 組 織 を
測 定 し臨 床 的 に検 討 した.
また,核 酸や タ ンパ クの合 成,酵 素活 性 の調 節 な ど
と深 く関 わ り,細 胞増 殖 と密 接 な 関係 を 有 して い る ポ
リア ミンの組 織 中 濃 度 は,湿重 量 当 りだ け で な く,タ ソ
パ ク量 当 りやDNA当 りで も増 加 す る と考 え ら れ て





































































ク量 当 りで表 示 し,湿 重量 あた りで表示 した 湯 浅 ら28)
はそ の報 告 の中 で,DNA,RNAま た は タ ンパ ク質
濃 度 を 考 慮に 入 れ た単 位 で の検 討 が よ り適 切 では な か
ったか と述 べ て い る,そ こで,わ れわ れ の 今 回の 検討
で は湿 重 量 当 りだ け でな く,タ ンパ ク質 お よびDNA
量 当 りの ポ リア ミン濃 度 につ いて も検討 を 加 えた 。組
織 中 ポ リア ミン濃度 のDNA量 当 りの検 討 は,泌 尿 器
科 領 域に お いて は 今 回が 初 め て と思 われ る.
湿 重 量 当 り,タ ンパ ク質 当 りお よびDNA量 当 り
の ポ リア ミン濃 度 をTablel～3に 要 約 した.い ず
れ の臓 器 もポ リア ミン各 分 画 の濃 度 は,健 常組 織 癌
組 織 とも,spermine>spermidine>diamineの順 で
あ り,諸 家 の報 告 と一 致 した8・9・28).ポリ ァ ミ ンは
ornithinecycleで生 成 され,S・adenosylmethionine
が 脱 炭酸 され,aminopropyl基がdiamineと縮 合
してspermidineとな り,さ らに も う1つ のamino一
propy1基がamino基 と縮 合す る とspermineとな
る.し た が って,組 織 中 で は ポ リア ミ ンの生 合 成 が 充
進 して い る た めにspermine濃度 が 最 も 高 くな る と
考 え られ た.
ポ リア ミン濃 度 の表 示 法 と して湿 重 量 当 り,タ ンパ
ク量 当 り,DNA量 当 りの3種 類 を示 し,い ず れ の表
示 法 が 適 当 か比 較 検討 を加 え た.症 例 が 少 な く断定 は
で きな い もの の,測定値 の標 準 誤 差 や ば らつ きは,湿重
量 当 りよ りタ ソパ ク量 お よびDNA量 当 りの方 が 小
さ い.結 合組 織 な どの 混入 の 考 え られ る こ と,凍 結 保
存 中に 水 分 が失 わ れ て しま うこ と,お よび 腫 瘍 に進 行
度 の差 が あ る こ とな ど も考 慮す る と,組 織 中 ポ リア
ミンの 表 示 法 と して は湿 重 量 当 りよ りタ ンパ ク量 当 り
お よびDNA量 当 りの 方 が適 して い る と思わ れ た.
健 常 組 織 間に お け る各 種 ポ リア ミン濃 度 の 比 較 をす
る と,タ ンパ ク量 当 りでは 各 臓 器 間に 有 意 の 差 が認 め
られ な か った.DNA量 当 りでは,膀 胱 が 腎 に 比 し,
diamine,spermidine,spermineのい ずれ の濃 度 に
お いて も有意 の 高 値 を示 し,尿 管 のdiamine濃度 は
腎 に 対 して 有 意 に高 か っ た.し か し,spermidine/
spermine比は 有意 の差 は なか った.泌 尿 器科 領域 に
お い て,正 常組 織 中 の ポ リア ミンを 同一 の方 法 で測 定
し比較 した 報告 は,湯 浅 ら28)の腎 ・膀 胱 ・睾 丸 につ い
て の,ダ ン シル化 薄 層 ク ロマ トグ ラ フを 用 い た 湿重 量
当 りの ポ リア ミン測 定 の報 告 の み で あ る.そ の 中 で,
putrescineは組 織 間に 差 が な く,spermidineは睾
丸 で 特異 的 に 高 く,spermineは腎〉 睾 丸 〉膀 胱 の順
で3老 の間 に はす べ て 有意 差 が み られ た と して い る、
今 回 のわ れ われ の結 果 と比較 す る と,膀 胱 の 組 織 中 ポ
リァ ミン が他 臓 器 に 比 し低 値 を 示 して い る が,こ れ
は,湿 重 量 当 りで表 示 したた め,コ ラー ゲ ンな どの 間
質 成分 が 多 く,細 胞 内組 織密 度 が 小 さい ため で は な い
か と思 わ れ る.わ れ わ れ の検 討 で も,湿 重 量 当 りの
spermineを比 較す る と,有 意 差 は な い もの の 膀胱 の
方 が腎 よ り若=F低値 を示 した.今 回,腎 ・尿管 ・膀 胱
の健 常 組 織に 関 して は,そ れ ぞれ の症 例 数 が少 ない こ
とも あ り,タ ンパ ク量 当 りお よびDNA量 当 りで結
果 が異 な り,特 異 的 な傾 向は 認 め られ なか った.
腎細 胞 癌 に おい て は,タ ンパ ク量 当 りお よびDNA
量 当 りのい ずれ の表 示 法 で も,癌 組 織 は健 常 組 織 に 比
し,diamine,spcrmidine,spermine,spermidine/
spermlne比のす べ て に おい て 高 値 を示 した.特 に,
DNA量 当 りのspermidlneでは 有 意 の 高値 を 示 し
た.こ れ は,松 田 ら9)の,癌 組 織 が 正 常 組織 に 比 し
diamine,spermineで約2倍,spermidineで約4
倍 の 高値 を示 した とい う報 告 とほ ぼ一 致す る,ま た,
小 出,ほ か=酵 素 法 ・組 織 中 ポ リア ミン
Dunzendofferらs》のdiamine,spermidine,sper-
midine/spermine比が上 昇 し,特 に 後二 者 が 有 意 の
上 昇を示 した とい う報 告 に も合 致 す る.腎 細 胞 癌 組織
ではspermidineの上 昇が 注 目され る.腎 細 胞 癌 と
sperrnidineの関 係 につ い て は,わ れ われ は第5報 且6)
に おい て,腎 細 胞 癌患 者 の 血 中 のspermidineの陽
性 率が13例中9例69.2%と,他 のdiamine23・1%,
spermine46・2%より高 い こ とな どか ら注 目 して お
り,松 田 ら9)も尿 中 お よび 血 清 中 のspermidineに
着 目してい る.腎 細 胞癌 に は特 異 的 な腫 瘍 マ ー カーが
な く,今 回組 織 中 のspermidineも高 値 を 示 した こ
とか ら,ポ リア ミン特 にspermidineに関 し,血 液
・尿 を含 め 一層 の 検討 が 必 要 と思 わ れた .ま た,松 田
ら9)は,組織 学 的異 型 度 とspermidine,spermidine/
spermine比とは 統計 学 的 に 有 意に 相関 し,putres-
cine!spermidine比は 有意 に逆 相 関す る と報告 して い
る.し か し,わ れ われ の 今 回の 検 討 では,症 例 数 は 少
ない もの の,組 織学 的 異 型 度 と各 ポ リア ミン値 との 間
に明 らか な相 関 は認 め られ なか った.今 後 さ らに 検 討
して い きた い。
尿管 腫瘍 に 関 して も,癌 組 織 の 方 が健 常 組 織 に 比
し,タ ソバ ク量 お よびDNA量 い ず れ の表 示 法 で も,
diamine,spermidine,spermineおよびspermidine/
spermine比のす べ て にお い て高 値 を示 し,特 に タ ン
パ ク量 当 りのspermidineとspermineとで有 意 の
高値 を示 した.尿 管 腫瘍 の 組 織 中の ポ リア ミンに つ い
ては 現在 まで報 告 されて い な い.今 回 のわ れ わ れ の検
討 も3例 と ご く少 数 では あ った が,同 じ移 行 上 皮癌 で
あ る膀 胱 腫瘍 と同様 に,癌 組 織の 細 胞増 殖 の 活 発 さを
うか がわ せ る結 果 で あ った.
膀胱 腫瘍 に お い て も,癌 組 織 は 健 常組 織 に 比 し,タ
ソ・"ク量 お よびDNA量 い ず れ の表 示 法 で も,dia・
mine,spermidineおよびspermineの いず れ も高
値 を 示 した.特 に タ ン パ ク量 あた りのspermidine
お よびspermine,DNA量当 りのspermidineにお
い ては 有 意 の上 昇 を 示 した.し か し,spermidine/
spermine比は上 昇 せず,逆 に癌 組 織 の方 が 若 干低 値
を 示 した.
膀 胱腫 瘍 に 関 しては,癌 組 織50例,正 常組 織6例 に
つ い て,ダ ン シル化 薄層 ク ロマ トグ ラ フを用 いて 湿重
量 あた りの ポ リア ミンを測 定 した 清 原27)の報 告 が あ
る.そ の 中 で,diamine,spermidine,spermineに
お いて,癌 組 織 の方 が 正 常組 織 に 比 し,い ず れ も有 意
の高 値 を示 し,再 発 や 転移 を示 す 症 例 では そ うで ない
症例 に 比 しputrescineとspermidincが有意 に 上
昇 した と報 告 して い る.spermidine/spermine比は
ll15
癌組 織 の 方 が若 干 低値 を示 す と し,わ れわ れ の 報告 と
一致 して い る.ま た,組 織 学 的異 型 度 とspermidine/
spermine比との 間 に は 相 関 が な く,putrescinel
spermidine比との間 に 相 関が あ る と述 べ て い る.こ
れ は,腎 細 胞癌 に おい て 組 織学 的 異 型 度 とspermi-
dinelspermine比と の間 に 相 関 が あ る と報 告 し た
Dunzendorferら8)および 松 田 ら9)の報 告 と異 な る
し,組 織学 的 異 型度 とputrescine/spermidine比と
の間 に逆 相 関 が あ る と述 ぺた 松 田 ら9)の報 告 とも異 な
る.こ れ らの 差異 が 腎 細 胞癌 と膀胱 腫 瘍 との違 いに よ
る ものか 否 か は非 常 に 興味 深 い とこ ろで あ る.わ れ わ
れ の 今 回の 検討 では 症 例数 も少 な く,組 織学 的 異 型 度
との間 に 明 らか な相 関 は得 られ なか った が,再 発 や転
移 との関 係 も含め て,今後 注 意深 く検 討 して い きた い,
以上,腎 ・尿 管 ・膀 胱 の 健常 お よび癌 組 織 中 の ポ リ
ア ミンを 測 定 し,そ の 臨床 的意 義 に つ い て 検 討 した
が,今 後 さ らに 病 理組 織 学 的 因子 との 相 関や,再 発 や
転移 とい った 予 後 を予 測 す る指 標 と して の意 義 を 明 ら
か に して い きた い.
結 語
1)第7vai7)にお い て 報告 した 新 しい酵 素 法 に よ
り,腎 ・尿 管 ・膀 胱 の 健 常組 織 お よび癌 組 織 中 の ポ リ
ア ミンを 分 別 定 量 し,タ ンパ ク量 当 りお よびDNA
量 当 りの ポ リア ミン濃 度 と して 検討 した.
2)腎 ・尿 管 ・膀 胱 の いず れ の 臓器 も,ポ リア ミン
各 分画 の濃 度 は,健 常 組 織 癌 組 織 と もspermine>
spermidine>diamineの順 であ った.
3)同 一 臓 器 の健 常 組 織 と癌 組 織 の 間 で は,dia.
mine,spermidine,spermineのいず れ も癌 組 織 の方
が 高値 を 示 した.特 に,タ ンパ ク量 当 りでは,尿 管腫
瘍 と膀 胱 腫 瘍 のspermidineおよびspermineで有
意 の高 値 を示 し,DNA量 当 りでは,腎 細 胞 癌 お よび
膀 胱 腫 瘍 のspermidineで有 意 の高 値 を 示 した.腫
瘍 組 織 に お け る ポ リア ミン産 生 の増 加 が示 唆 され た.
4)Spermidine/spermine比は,同 一 臓 器 の健 常
組 織 と癌組 織 との 間 で有 意 の 差 は認 め られ なか った.
文 献
1)岡 田 昌 人,川 島 誠 一,今 堀 和 友:ポ リア ミ ン ー 代






3)湯 浅 誠,前 林 浩 次,香 川 征:泌 尿 器 科 領 域 に
1116 泌尿紀要36巻10号1990年
お け る ポ リア ミン,第1報,尿 路 腫瘍 にお け る全
血 中 ポ リア ミン.日 泌 尿 会誌73=868-874,1982
4)前林 浩 次,河 野 明,香 川 征:泌 尿器 科 腫 瘍患











7)赤 阪雄 一 郎,町 田豊平,田 中 彰:尿 路 悪性 腫 瘍





9)松 田 稔 長 船 匡 男,中 野悦 次,園 田孝 夫,清 原
久和:ヒ ト腎 細 胞 癌 の基 礎的 研 究,第4報.腫 瘍
組織 内 ポ リア ミン類 の 含 量 につ い て.泌 尿 紀 要
25=1239-1245,1979
10)植原典 美,佐 伯 行 一,白 川 茂,堂 前 尚親,内 野
治 人=癌 患者 に お け る赤 血球 ポ リア ミン量 の検 討.




12)酒井 俊 助,伊 藤 康久,小 出 卓也,鄭 漢 彬,原
明,沢 田英 夫=新 しい 酵 素法 に よる ポ リア ミン測
定 に つ い て,第1報,本 法 に お け る尿 中 ポ リア ミ
ン分 別 定量 の 基礎 的検 討.泌 尿 紀要32:327-336,
1986
13)酒井 俊 助,伊 藤 康 久,小 出卓 也,鄭 漢 彬,原
明,沢 田英 夫1新 しい 酵 素法 に よる ポ リア ミン測
定 に つ いて,第2報,本 法 と他 の尿 中 ポ リア ミン
測 定 法 の比 較 検討.泌 尿紀 要32=337-341,1986
14)酒井俊 助,伊 藤 康 久,小 出卓 也,鄭 漢彬,原
明,沢 田英 夫=新 しい酵 素法 に よるポ リア ミン分
別 定量 法 に つ い て,第3報,尿 路 性 器 癌患 老 に お
け る尿 中 ポ リア ミン分 別定 量,泌尿 紀 要32;343-
350,1986
15)小出 卓也,酒 井 俊 助,武 田明久,土 井達 朗,鄭
漢 彬,原 明,沢 田英 夫:新 しい 酵 素法 に よる
ポ リア ミン測定 に つ い て,第4報,本 法 に お け る
血 中 ポ リア ミン分 別 定量 の基 礎 的検 討.泌 尿 紀 要
32:913-917,1986
16)小出 卓也,酒 井 俊 助,篠 田育 男,説 田 修,鄭
漢 彬,原 明,沢 田英 夫=新 しい 酵 素 法 に よる
ポ リア ミン測 定 に つ いて,第5報,尿 路 性 器癌 患
者 に お け る 血 中 ポ リア ミン分 別 定 量.泌 尿 紀 要
32:919-928,1986
17)小出 卓也,酒 井俊 助,河 田 幸道,原 明,沢 田
英 夫=新 しい 酵 素法 に よる ポ リア ミン測定 につ い
て,第7報,本 法 に お け る組 織 中 ポ リア ミン分 別
定量 の基 礎 的 検 討,泌 尿 紀要36=1103-1108,
1990
18)日本 泌 尿 器科 学 会 ・日本病 理 学 会 ・日本 医学 放 射
線 学 会 編:泌 尿器科 ・病 理 ・放 射 線科 腎癌 取 扱 い
規 約.第1版,金 原 出版,東 京,1983
19)日本 泌 尿 器科 学 会 ・日本 病 理 学 会 編;泌 尿 器 科 ・

















24)竹之 下 誠一=大 腸癌 の組 織 内ポ リア ミ ンに 関 す る
生 化 学 的研 究.大 腸肛 門誌38:689-695,1985
25)松崎 茂,鈴 木 光 男,浜 名 康 栄,伊 藤 国 彦:甲 状
腺 癌 に お け る腺 内 ポ リア ミンお よび ヒス タ ミン濃
度 の 上 昇.ホ ルモ ン と臨 床27=265-268,1979
26)遠藤 康 夫:Tumormarkers一最 近 の 進 歩 と限 界
性 一Polyamine・日本 臨床38=4641-4646,1980
27)清原 久和:膀 胱 腫瘍 の生 化 学 的指 標 に 関 す る研 究
一 膀胱 癌 組 織 内 ポ リア ミン含量 に つ い て .日 癌 治
誌19:820-831,1984
28)湯浅 誠,前 林 浩次,香 川 征=泌 尿 器科 領域 に
お け る ポ リア ミン,第2報,尿 路 腫 瘍 及 び前 立 腺
肥 大 症 に お け る 組 織 内 ポ リア ミン.日 泌 尿 会 誌
73:875-882,1982
29)松崎 茂,竹 之下 誠 一:組 織 中 ポ リァ ミンお よび
そ の誘 導 体 の 測 定 とそ の意 義.臨 床 病 理59=167-
175,1984
(ReceivedonDecember20,1989AcceptedonMarch2,1990)
